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空
気
が
乾
燥
し
一
年
で
一
番
山
火
事

の
発
生
頻
度
が
多
い
時
期
を
迎

え
、「
全
国
山
火
事
予
防
運
動
」
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
山
火
事

予
防
意
識
の
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、
予

防
対
策
を
強
化
し
、
森
林
の
保
全
と
地
域

の
安
全
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

毎
年
こ
の
時
期
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
四
四
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
全
国

山
火
事
予
防
運
動
」
は
、
毎
年
、
こ
の
運

動
を
推
進
す
る
た
め
、
統
一
標
語
と
山
火

事
防
止
ポ
ス
タ
ー
の
公
募
・
選
考
が
行
わ

れ
、
本
年
は
、
標
語
が
北
海
道
羽
幌
町
立

焼
尻
中
学
校
三
年
生
の
小お

だ田
佑ゆ

う
や哉

君
の

「
消
さ
な
い
で　

小
さ
な
命
の　

帰
る
場

所
」、
ポ
ス
タ
ー
が
静
岡
県
富
士
市
立
富

士
中
学
校
一
年
生
の
軍ぐ
ん
ぢ地
詩し

お
り織
さ
ん
の
作

品
が
そ
れ
ぞ
れ
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

冬
か
ら
春
に
か
け
て
は
、
山
で
は
枯
葉

や
枯
草
が
多
く
な
る
こ
と
に
加
え
、
空
気

の
乾
燥
や
季
節
風
、
フ
ェ
ー
ン
現
象
な
ど

の
影
響
で
山
火
事
発
生
の
危
険
性
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
四
月
に
か

け
て
は
最
も
山
火
事
が
発
生
し
て
お
り
、

過
去
の
デ
ー
タ
か
ら
も
予
防
運
動
を
強
化

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
で
す
。
山
菜

採
り
な
ど
入
林
者
の
多
く
な
る
時
期
に
当

た
る
こ
と
も
発
生
件
数
増
加
の
要
因
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

予
防
運
動
と
し
て
は
、
駅
、
市
町
村
庁

舎
、
学
校
、
登
山
口
等
に
ポ
ス
タ
ー
等
を

掲
示
し
た
り
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
山
火
事
予
防
を
呼
び

か
け
た
り
し
て
、
入
山
者
や
地
域
住
民
等

に
対
す
る
山
火
事
予
防
意
識
の
高
揚
を

図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
火
災
警
報
発
令
中
な
ど
や
火
災

が
発
生
し
や
す
い
時
期
に
は
、
関
係
機
関

が
協
力
し
て
、
住
宅
地
な
ど
に
近
接
す
る

森
林
で
の
重
点
的
な
森
林
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
す
る
な
ど
森
林
保
全
管
理
体
制
の
強

化
を
図
り
、
火
災
の
未
然
防
止
、
早
期
発

見
に
努
め
る
取
組
も
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
。消

防
機
関
等
と
森
林
所
有
者
等
が
よ
り

一
層
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
初
期
消

火
を
中
心
と
す
る
消
防
訓
練
、
研
修
会
、

予
防
お
よ
び
消
火
資
機
材
等
の
適
切
な
点

検
、
管
理
等
を
実
施
し
、
地
域
の
実
情
に

即
し
て
予
防
対
策
を
計
画
的
に
講
ず
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
住
民
、
森
林
所
有
者
等

に
よ
る
山
火
事
予
防
組
織
の
育
成
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
組
織
が
婦
人

（
女
性
）
防
火
ク
ラ
ブ
等
の
い
わ
ゆ
る
民

間
防
火
組
織
と
連
携
を
図
り
、
予
防
活
動

を
行
う
な
ど
の
活
動
が
一
斉
に
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

平成22年 全国山火事予防運動
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林
野
庁
で
は
、
山
火
事
防
止
に
効
果
的

と
考
え
ら
れ
る
事
項
と
し
て
、
次
の
六
点

を
と
く
に
揚
げ
て
注
意
を
喚
起
し
て
い
ま

す
。

①
枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
火
災
が
起
こ
り
や

す
い
場
所
で
は
、
た
き
火
を
し
な
い
こ

と
、

②
た
き
火
な
ど
火
気
の
使
用
中
は
そ
の
場

を
離
れ
ず
、
使
用
後
は
完
全
に
消
化
す

る
こ
と
、

③
強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
、
た
き
火
、

火
入
れ
を
し
な
い
こ
と
、

④
火
入
れ
を
行
う
際
、
許
可
を
必
ず
受
け

る
こ
と
、

⑤
た
ば
こ
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で
喫
煙

し
、
吸
が
ら
は
必
ず
消
す
と
と
も
に
、

投
げ
捨
て
な
い
こ
と
、

⑥
火
遊
び
は
し
な
い
こ
と
。

山
火
事
は
、
い
っ
た
ん
発
生
す
る
と
そ

の
消
火
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

一
瞬
に
し
て
貴
重
な
森
林
を
消
失
す
る
だ

け
で
な
く
、
そ
の
回
復
に
は
長
い
年
月
と

多
く
の
労
力
を
要
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
山
火
事
の
予
防
に
つ
い
て
、
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

●林野火災の発生状況（平成16年～平成20年）
林野火災は過去５ヶ年平均で年間約２千件発生し、焼損面積は約１千ha、損害額は約５億３千万円となっている。

区分／年次 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 平均 

出火件数（件） 2,592 2,215 1,576 2,157 1,891 2,086 

焼損面積(ha) 1,568 1,116 829 717 839 1,014 

損害額(百万円) 809 868 134 237 606 531 

●原因別出火件数（平成16年～平成20年の平均）

●月別発生件数（平成16年～平成20年の平均）

たき火 552件
 (26.5%)

不明 305件
(14.6％)

マッチ・ライター
54件(2.6%)  

その他 305件
 (14.6%)

火遊び95件
(4.5%)

放火（疑い含む）
273件(13.1%)

火入れ266件
(12.8%)

たばこ 
236件(11.3%)
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